職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
スポーツ外傷の患者が多い整骨院にて◯年間、柔道整復師として勤務し、捻挫・打撲・挫傷を中心とした施術と後療法を1日平均◯名担当してきました。問診と徒手検査で受傷機会や生活・競技背景を確認し、手技療法と物理療法、テーピングを組み合わせた施術計画を立てて院長と共有する進め方を続けています。あわせて療養費支給申請書の作成と受付・会計業務も担当し、月◯件分の請求事務を他スタッフと分担しています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：スポーツ外傷の来院が多い整骨院（1日来院数約◯名、柔道整復師◯名体制）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：柔道整復師
【担当業務】
・捻挫・打撲・挫傷等の外傷に対する施術および後療法（1日平均◯名を担当）
・問診・徒手検査による評価と施術計画の立案、院長・連携医療機関への報告
・干渉波・超音波・ハイボルテージ等の物理療法機器を用いた施術と機器の日常点検
・テーピング、ストレッチ・自宅でのセルフケア指導、競技復帰に向けた段階的な運動指導
・施術録の記載、療養費支給申請書の作成・点検（月◯件）、受付・会計対応
【実績】
・セルフケア指導の内容を書面化して次回来院時に実施状況を確認する流れを定着させ、担当患者の施術計画どおりの通院完了件数が月◯件増加
・申請書の記載漏れが起きやすい項目をチェック表にまとめて院内で共有し、返戻の再提出対応が月◯件から◯件に減少


■活かせる経験・知識・スキル
・外傷の評価と固定・包帯法、後療法（手技療法・運動療法）
・物理療法機器の操作と日常管理（干渉波・超音波・ハイボルテージ）
・テーピング、ストレッチ指導、セルフケアの説明資料作成
・施術録記載、療養費支給申請書の作成・点検、レセプトコンピュータ操作
■資格
・柔道整復師免許（20XX年3月取得）
・日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー（20XX年X月取得）
■自己PR
患者ごとに受傷経緯と日常動作を聞き取り、施術内容とセルフケアを言葉で説明することを強みとしています。競技復帰を急ぐ学生には練習量の目安と自宅でのストレッチを紙に書いて渡し、次回来院時に実施状況を確認して内容を調整する運用を定着させ、担当患者の施術計画どおりの通院完了が増え、途中中断の相談も減りました。貴院でも初回の問診記録と説明の質を保ち、患者が自分の状態を理解したうえで通える環境づくりに貢献したいと考えています。
以上
